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新
山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
兊
ト
ボ
ῴ
ル

ス
ポ
ῴ
ツ
少
年
団 
女
子
 初
優
勝

●（株）
ホームページ　　　　　 　　５８―２８００
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～鳥海山を一望、やすらぎの天然温泉 

　
魁
杯
争
奪
第

39
回
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
兊
ト
ボ
ῴ
ル

交
歓
大
会
兼
第
33
回
ス
ポ
ῴ
ツ
少
年
団
大
会
の
決

勝
が
１
月
７
日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
Ὶ
新
山
ミ

ニ
バ
ス
ケ
兊
ト
ボ
ῴ
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ῴ
ツ
少
年
団

 
女
子
 が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
Ί
延
長
の
残
り

10
秒
か
ら
劇
的
な
勝
利
を
収
め
た
勢
い
に
乗
り
Ὶ

全
国
大
会
 
３
月
29
日
か
ら
埼
玉
県
で
開
催
 
と
い

う
舞
台
で
の
‎
新
山
旋
風
‏
に
期
待
が
広
が
り
ま
す
Ί

松
ケ
崎
小
Ὶ
交
通
安
全
優
良
学
校
表
彰

読 者 

プレゼント
 

‎
ブ
ナ
の
森
に
囲
ま
れ
Ὶ
全
室
か
ら
鳥

海
山
が
眺
望
で
き
る
ホ
テ
ル
‏
と
し
て

平
成
９
年
５
月
に
オ
ῴ
プ
ン
し
ま
し
た
Ί

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元
特
産
品
を
使
用

し
Ὶ
地
産
地
消
を
意
識
し
た
料
理
を
提

供
し
て
い
ま
す
Ί
近
く
Ὶ
秋
田
由
利
牛

の
美
食
の
会
な
ど
を
催
し
ま
す
Ί

　
フ
纊
ミ
リ
ῴ
ル
ῴ
ム
が
２
室
あ
り
Ὶ

宿
泊
の
方
に
は
露
天
風
呂
の
無
料
貸
し

切
り
 
１
時
間
 も
あ
り
ま
す
Ί
お
勧
め

は
引
か
れ
た
ば
か
り
の
３
号
井
の
温
泉

で
す
Ί
矢
島
・
鳥
海
の
ス
キ
ῴ
場
に
も

近
く
Ὶ
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
入
浴
く
だ

さ
い
Ί
　 
支
配
人

 

佐
藤
　
稔
さ
ん
​

百
宅
ソ
バ
粉
を

使
ℕ
た
‎
オ
コ

ち
ℵ
ん
サ
ブ
レ
‏

と
入
浴
券
を

　

 

セ
兊
ト
で
！

　
松
ケ
崎
小
学
校
 
稲
荷
一
清
校
長
 が
Ὶ

（財）
全

日
本
交
通
安
全
協
会
か
ら
交
通
安
全
優
良
学
校

と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
Ί
鼓

笛
隊
に
よ
る
地

区
パ
レ
ῴ
ド
で

の
呼
び
か
け
Ὶ

国
道
の
ク
リ
ῴ

ン
ア
兊
プ
活
動

な
ど
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
Ί

児
童
の
東
海
林
さ

ん
（左）
Ὶ佐
々
木
さ
ん

と
稲
荷
校
長

‎
本
荘
北
ク
ラ
ブ
‏
が
全
国
大
会
へ

　
第
６
回
ロ
ῴ
ソ
ン
カ
兊
プ
バ
レ
ῴ
ボ
ῴ
ル
県

予
選
会
が

11
月
28
日
に
潟
上
市
で
開
催
さ
れ
Ὶ

本
荘
北
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
Ί
メ
ン

バ
ῴ
の
皆
さ
ん
は
全
国
大
会
 
３
月
24
日
Ό
広

島
市
 
で
の
健
闘
を
誓
ℕ
て
い
ま
す
Ί



福
祉
事
業
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と 

実
行
委
員
が
募
金
活
動
を
実
施
。
募 

金
箱
を
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。 

３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１１ 

　
式
典
で
は
長
谷
部
市
長
が
「
新
成

人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
両
親
を

は
じ
め
、
ご
家
族
、
地
域
の
厳
し
く

も
温
か
い
支
え
が
あ
っ
て
今
日
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
新
し
い

時
代
の
若
き
担
い
手
と
し
て
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
祝
福
。

　
ま
た
、
渡
部
議
長
は
「
皆
様
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
方

に
と
っ
て
は
厳
し
い
社
会
経
済
環
境

で
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
夢
を
は
ぐ
く

む
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い

し
た
い
。
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
祈
念

し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
新
成
人
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
は
吉

尾
渉
さ
ん（
牛
寺
）が
「
晴
れ
て
成
人

式
を
迎
え
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
実
行

委
員
会
で
は
『
感
謝
』
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
ま
し
た
。
感
謝
や
決
意
を
心
に

刻
み
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
持
ち
、
力
強
く
邁
進
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
、
式
典

に
続
く
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
で
は

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
成
人
式
対
象
者
は
男
五
百

十
八
人
、
女
四
百
五
十
五
人
の
計
九

百
七
十
三
人
。
着
物
姿
や
ス
ー
ツ
姿

の
新
成
人
が
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
二
十
歳

の
門
出
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
実
行
委
員
会
で
は
会
場
で
募
金
活

動
を
行
い
、
寄
せ
ら
れ
た
一
万
三
千

百
十
円
の
募
金
を
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
ま
し
た
。 

新成人が将来像や地域への思いなどを語った「トークショー」 
式辞を述べる長谷部市長 吉尾さんが新成人代表あいさつ 

★市ホームページに「スナップ集」を掲載しています。併せてご覧ください。 

笑
顔
華
や
か
、 

二
十
歳
の
門
出 

　
新
春
を
華
や
か
に
彩
る
成
人
式
が
一
月
九
日
、 

本
荘
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
新
成
人
七
百
四
十 

七
人
が
二
十
歳
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

記
念
品
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い 

 

　
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た 

方
は
、
次
の
窓
口
で
市
か
ら
の
記 

念
品
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。 

本
荘
地
域
の
方
▽
生
涯
学
習
課 

　  

（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
　
／
美
倉
町
） 

各
地
域
の
方
▽
各
教
育
学
習
課 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課（
　  

―
６
２
８
４
） 

２４ 

感謝・目標・抱負・希望 実行委員インタビュー 
　
看
護
師
を
目
指
し
て
学
ん
で
い

ま
す
。
両
親
に
は
す
べ
て
の
面
で

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
肩
を

並
べ
、
一
緒
に
何
か
を
作
っ
て
い

け
る
よ
う
な
関
係
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
就
職
し
、
人
の
役
に

立
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
し
っ
か

り
と
社
会
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

田
口
優
大
さ
ん
　
（
赤
田
） 

　
美
容
専
門
学
校
で
国
家
試
験
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
就
職

先
は
都
内
の
サ
ロ
ン
に
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
両
親
に
は
い

っ
ぱ
い
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
親
孝
行
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
元
は
と
て
も
安
心
で
き

る
場
所
。
今
後
も
変
わ
ら
ず
、
今

の
ま
ま
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

太
田
奈
々
さ
ん
（
小
栗
山
） 

　
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
家
業
の
畜
産
を
手
伝

う
中
で
仕
事
の
大
変
さ
を
見
て
お

り
、
両
親
に
は
感
謝
し
き
れ
ま
せ

ん
。
現
在
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
今
以
上
に
仕
事
に
趣

味
に
と
頑
張
り
、
楽
し
い
生
活
を

送
り
た
い
。
欲
張
ら
ず
、
謙
虚
な

大
人
で
あ
り
た
い
で
す
。 

三
浦
綾
真
さ
ん
（
矢
島
町
川
辺
） 

　
春
か
ら
本
荘
の
福
祉
施
設
に
勤

務
し
ま
す
。
社
会
人
一
年
目
と
し

て
周
囲
を
見
な
が
ら
、
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
判
断
し
、

確
実
に
こ
な
す
こ
と
が
目
標
。
介

護
の
仕
事
に
は
や
り
が
い
を
感
じ

て
お
り
、
地
域
で
も
介
護
に
目
を

向
け
、
社
会
で
の
支
え
合
い
に
つ

い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

遠
藤
壮
登
さ
ん
（
東
由
利
法
内
） 

　
看
護
学
校
を
卒
業
し
、
春
か
ら

地
元
の
福
祉
施
設
で
働
き
ま
す
。

自
分
の
意
見
を
持
ち
、
み
ん
な
の

役
に
立
て
る
よ
う
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
い
う
枠

を
出
て
、
今
後
は
地
域
行
事
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
活
動
範

囲
を
広
げ
て
、
役
に
立
て
る
よ
う

な
交
流
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

山
崎
恵
美
さ
ん
（
岩
城
亀
田
大
町
） 

　
大
学
在
学
中
で
あ
り
、
両
親
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
よ
り
見

た
目
も
中
身
も
か
っ
こ
い
い
女
性

に
な
り
た
い
。
目
標
は
母
で
す
。

子
ど
も
は
二
十
代
の
う
ち
に
二
、

三
人
は
産
み
、
育
て
た
い
で
す
。 

　
市
に
は
、
若
者
向
け
の
施
設
や

買
い
物
を
楽
し
め
る
所
が
あ
る
と

い
い
で
す
ね
。 

熊
谷
　
絢
さ
ん
　
（
南
福
田
） 

　
由
利
地
域
の
製
造
会
社
に
勤
め

て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
大
き
く
育

て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
お

り
、
今
後
は
そ
の
両
親
を
助
け
て

い
き
た
い
。 

　
一
人
前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
な
が
ら
、
不
景
気
に
負
け

ず
、
若
い
力
で
地
域
を
活
気
付
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

村
上
大
稀
さ
ん
（
鳥
海
町
上
川
内
） 

　
大
人
だ
と
思
っ
て
い
た
二
十
歳

に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
子

ど
も
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
就
職
し

て
二
年
で
す
が
、
周
り
の
人
に
も

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
も
っ
と
頑
張
っ
て
、
仕
事
も
家

庭
も
両
立
で
き
る
女
性
に
な
り
た

い
で
す
。
市
に
は
、
老
人
に
優
し

い
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

佐
藤
　
愛
さ
ん
（
西
目
町
西
目
） 

祝辞を述べる渡部議長 

２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２３ ２ １ 
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四
季
折
々
の
祭
や
年
中
行
事
な

ど
の
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民

俗
技
術
な
ど
、
日
本
の
風
土
に
生

ま
れ
、
世
代
を
超
え
て
伝
え
ら
れ

て
き
た
無
形
の
文
化
財
の
う
ち
、

特
に
重
要
な
も
の
を
国
が
指
定
し

保
護
を
図
る
も
の
で
す
。 

　
現
在
、
県
内
に
は
大
日
堂
舞
楽

（
鹿
角
市
）や
竿
燈
（
秋
田
市
）、
西

馬
音
内
盆
踊
り（
羽
後
町
）
な
ど
、

十
五
件
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
市
内
に
あ
る
国
指
定
文
化
財
は
、

次
の
二
件
で
す
。 

▽
重
要
文
化
財（
建
造
物
）　
「
土

田
家
住
宅
」（
矢
島
地
域
・
昭
和
四

十
八
年
指
定
） 

▽
史
跡
　
「
鳥
海
山
」（
平
成
二

十
一
年
指
定
、
「
森
子
大
物
忌
神
社

境
内（
由
利
地
域
）」、「
木
境
大
物
忌

神
社
境
内
と
道
者
道（
矢
島
地
域
）」） 

本
海
獅
子
舞
番
楽 

本
市
で
初
Ὶ国
の‎
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
‏
指
定
へ
答
申

ほ
　
ん
　
か
　
い

し
　
し
　
ま
　
い

ば
　
ん
　
が
　
く

　
国
の
文
化
審
議
会
が
一
月
二
十
一
日
、
鳥
海
地
域
に
伝
わ
る
民
俗

芸
能
の
獅
子
舞
・
番
楽
を
「
本
海
獅
子
舞
番
楽
」
と
し
て
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
年

度
内
に
も
、
答
申
ど
お
り
指
定
さ
れ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
市
の
民
俗
芸
能
が
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
る
の
は
初
と
あ
っ
て
、

地
域
は
待
望
の
答
申
と
い
う
明
る
い
話
題
一
色
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。 

   

「
本
海
獅
子
舞
番
楽
」
の
概
要
を
関
係
者
の
声
を
交
え
紹
介
し
ま
す
。 

朗報！！

　
獅
子
舞
番
楽
に
使
用
す
る
道
具
類

は
、
鳥
海
地
域
に
歴
史
的
価
値
の
高

い
も
の
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
主
な
も
の
で
は
、
明
暦
四
年（
一
六

五
八
）、
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）の
獅

子
頭
、
明
和
三
年（
一
七
六
六
）と
文
政

二
年（
一
八
一
九
）の
番
楽
面
や
武
士
面
、

ま
た
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）、
寛
政
八

年（
一
七
九
六
）の
番
楽
幕
な
ど
が
残
さ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
市
の
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

獅
子
頭
や
面
、
幕
、 

史
料
価
値
高
い
道
具 

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
は

国
指
定
文
化
財
、
市
内
に
２
件

寛政幕の前で舞う「三番叟」（猿倉講中） 

「本海獅子舞番楽」の概要

「祓い獅子」 
（下直根講中） 

   

「
本
海
獅
子
舞
番
楽
」
は
、
講
中
と

呼
ば
れ
る
鳥
海
地
域
の
十
三
の
保
存

団
体
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能

で
す
。 

　
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）、

京
都
醍
醐
寺
三
宝
院
に
属
す
る
修
験

者
で
芸
能
に
優
れ
た
本
海
行
人
（
本

海
坊
）が
、
鳥
海
地
域
の
村
々
に
修
験

的
な
要
素
な
ど
を
取
り
入
れ
た
獅
子

舞
・
番
楽
を
伝
え
ま
し
た
。
本
海
行

人
が
同
年
間
に
記
し
た
巻
物
が
鳥
海

地
域
上
直
根
地
区
に
残
さ
れ
、
最
期

の
地
と
さ
れ
る
矢
島
地
域
荒
沢
地
区

に
は
安
永
八
年（
一
七
七
九
）三
月
建
立

の
碑
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
三
百
八

十
年
に
及
び
ま
す
。 

　
鳥
海
山
修
験
の
う
ち
、
矢
島
修
験

衆
徒
の
活
動
す
る
旧
鳥
海
町
・
矢
島

町
に
直
接
伝
え
ら
れ
た
芸
能
を
総
称

し
て
「
本
海
獅
子
舞
番
楽
」
と
言
い
、

山
麓
に
二
次
的
、
三
次
的
に
伝
わ
っ

た
も
の
を
「
本
海
流
番
楽
」
と
呼
び

ま
す
。 

　
鳥
海
地
域
の
獅
子
舞
・
番
楽
は
、

昭
和
三
十
九
年
に
「
本
海
番
楽
」
と
し

て
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
平
成
八
年
に
は
文
化
的
価
値
が

高
く
、
消
滅
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て

「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き

無
形
の
民
俗
文
化
財
」（
国
記
録
選
択
）

と
な
り
、
順
次
、
記
録
の
作
成
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
文
化
審
議
会
の
答
申
で
は
「
現
在

で
も
そ
の
形
を
変
え
る
こ
と
な
く
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
連
綿
と
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
の
答
申
に
よ
っ
て
獅
子

舞
番
楽
を
国
民
共
有
の
文
化
資
産
と

し
て
指
定
し
、
長
く
保
存
・
継
承
し

て
い
く
た
め
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

江
戸
時
代
初
期
、
鳥
海
山 

信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
芸
能 

名　称　　本海獅子舞番楽 
所在地　　本市鳥海地域 
保護団体　本海獅子舞番楽伝承 
　者協議会（松田訓会長） 
構成団体　上百宅講中、下百宅 
　講中、上直根講中、中直根講 
　中、前ノ沢講中、下直根講中、 
　猿倉講中、興屋講中、二階講 
　中、天池講中、八木山講中、 
　平根講中、提鍋講中（１３団体） 
特　色　　獅子頭を使うものを 
　「獅子舞」、獅子頭を使用しな 
　いものを「番楽」と言うが、 
　かつては獅子舞と番楽全体を 
　「獅子舞」と称していた地が 
　多い。獅子頭は「八幡様」と 
　して崇められ、地域を鎮める 
　ご神体として扱われてきた。 
　　式舞の「翁」が「四方の浄土 
　を伏し拝み、天地長久、息災 
　延命を祈り踏み鎮める千秋万 
　歳の舞」、「山之神」は「年の 
　豊作を祈り、悪魔を祓う舞」、 
　「地神舞」は「足ぶみをして地 
　の神をいさめ、庭の四方を踏 
　み鎮める神遊びの舞」である 
　というような解釈がなされて 
　いる。 
指定履歴　県指定無形民俗文化 
　財（昭和３９年１１月）、国記録 
　選択（平成８年１１月） 

はら 

下
百
宅
講
中
の
般
若
面 

　
　（
銘
・
明
和
三
年
） 

多
宝
院
の
獅
子
頭 

　
　（
銘
・
明
暦
四
年
） 

あが 
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多
彩
な
演
目
、
年
間
を 

通
じ
て
地
域
に
密
着 

国
が
認
め
る
文
化
遺
産
へ
、 

地
域
ぐ
る
み
で
継
承
を 

伝
承
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

地
域
の
文
化
継
承
に
決
意

　
舞
手
を
務
め
て
五
年
ほ
ど
で
す
。 

毎
年
一
月
、
お
祓
い
の
た
め
鳥
寿
苑

を
慰
問
し
て
お
り
、
お
年
寄
り
が
手

を
合
わ
せ
て
涙
を
流
す
の
を
目
に
す

る
た
び
、
番
楽
の
音
や
舞
に
は
、
魂

に
直
接
働
き
か
け
る
も
の
が
あ
る
と

強
く
感
じ
ま
す
。
伝
統
が
生
き
て
い

る
中
で
私
自
身
も
育
て
ら
れ
た
と
思

っ
た
時
、
番
楽
と
自
然
に
向
き
合
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
小
学
生
の
時
に
始
め
、
二
十
五
年

以
上
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
で
披
露

す
る
「
御
神
楽
」
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
地
域
の
温
泉
施
設
な
ど
を

訪
れ
た
県
外
の
皆
さ
ん
の
前
で
舞
う

機
会
も
あ
り
、
番
楽
は
地
域
の
顔
と

も
言
え
る
も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。 

　
地
域
の
伝
統
を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

鈴木伸欣さん
（３６歳・八木山講中） 

新田　穣さん
（３６歳・下直根講中） 

　
講
中
に
伝
わ
る
文
書
『
本
海
流
獅

子
舞
秘
傳
大
事
』
な
ど
に
よ
る
と
、

主
な
演
目
に
は
獅
子
舞
七
番
、
式
舞

七
番
、
神
舞
八
番
、
武
士
舞
十
二
番
、

女
舞
七
番
、
道
化
舞
な
ど
七
番
の
計

四
十
八
番
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

各
講
中
を
合
わ
せ
て
三
十
番
ほ
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
演
目
は
、
四
季
を
通
じ

人
々
の
暮
ら
し
に
密
接
に
か
か
わ
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
番
楽
、
ま
た
講
中
の
一
年
は
一
月

の
幕
開
き
で
始
ま
り
、
十
一
月
も
し

く
は
十
二
月
の
幕
納
め
で
終
わ
り
ま

す
。
集
落
の｢

作
ま
つ
り（
村
祭
り
）」

や
神
社
の
例
祭
で
演
じ
ら
れ
る
ほ
か
、

お
盆
に
家
々
を
回
る
「
祓
い
獅
子
」
、

新
築
祝
い
の
「
柱
が
ら
み
（
神
宮
獅

子
）」
、
こ
れ
に
県
内
外
で
の
発
表
も

加
わ
る
中
で
、
年
間
を
通
じ
地
域
に

根
付
い
て
い
ま
す
。  

　
年
に
一
度
、
講
中
が
一
堂
に
会
す

る
競
演
の
場
が
「
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
」。

毎
年
八
月
十
六
日
の
夕
方
に
開
幕
し
、

鳥
海
健
康
広
場
で
各
講
中
が
代
表
的

な
演
目
を
上
演
し
ま
す
。 

　
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
は
昭
和
四
十
九

年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
三
十
七
回
を
数

え
、
お
盆
の
風
物
詩
と
し
て
浸
透
。

文
化
財
公
開
に
よ
る
地
域
振
興
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
五
年
に
は
全
講
中
総
出
で
一

昼
夜
を
要
し
「
夜
明
か
し
番
楽
」
を
、

ま
た
三
十
回
を
記
念
し
平
成
十
五
年

に
は
「
全
国
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
伝
承
活

動
の
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
昭
和
十
〜
三
十
年
代
に
衰
退
し
、

残
念
な
が
ら
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
団

体
も
あ
り
ま
し
た
が
、
鳥
海
地
域
の

十
三
団
体
で
は
今
も
な
お
、
受
け
継

い
だ
演
目
や
道
具
と
と
も
に
、
歴
史

あ
る
地
域
固
有
の
文
化
を
守
る
た
め
、

力
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
年
六
月
に
国
立
劇
場
の
舞

台
に
立
っ
た
下
直
根
講
中
が
、
猿
倉

講
中
と
と
も
に
今
月
十
二
日
、
日
本

教
育
会
館
（
千
代
田
区
）
で
公
演
し

ま
す
。
注
目
と
関
心
が
高
ま
る
中
、

二
つ
の
団
体
は
合
同
練
習
を
重
ね
、

国
指
定
の
答
申
に
恥
じ
な
い
舞
を
演

じ
よ
う
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

　
東
北
を
代
表
す
る
霊
峰
鳥
海
山
の

麓
に
生
ま
れ
、
雪
深
い
独
自
の
文
化

の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
「
本
海
獅

子
舞
番
楽
」
。
こ
の
た
び
、
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
向
け
た
答

申
を
得
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
喜
び
で
す
。
地
道
な
取
り

組
み
と
積
み
重
ね
て
き
た
長
年
の
努

力
が
実
り
、
明
る
い
話
題
が
「
番
楽

の
里
」
を
包
ん
で
い
ま
す
。 

　
伝
統
の
芸
と
心
を
守
っ
て
き
た
先

人
に
感
謝
し
、
今
後
も
地
域
の
つ
な

が
り
・
絆
を
も
と
に
、
誇
る
べ
き
文

化
遺
産
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
ま
し
ょ
う
。 

ひ  

で
ん 

世代を超え、生き続ける  文化遺産 

‎
五
條
嵂
橋
 ‏
八
木
山
講
中
 

地域で守り、
後世へ引き継ぐために

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部  

教
授 

高  

山
　  

茂  

先
生

　このほど鳥海町の「本海獅子舞番 
楽」が国指定の重要無形民俗文化財 
に向けて答申されたことは、長年鳥 
海町の番楽とご縁があった私としま 
しても感慨無量の喜びです。 
　秋田県のほぼ全域に番楽が伝わっ 
ていますが、最も多数の番楽が分布 
するのが鳥海山を間近に仰ぐ由利本 
荘市一帯です。 
　この地域の番楽は獅子舞を中心に 
置いて、式舞・神舞・武士舞・女舞 
などの種別の舞の数々がありますが、 
古い日本芸能の形態を知る上でも、 
民俗学的な意味においても貴重な無 

形の文化です。「本海獅子舞番楽」が 
国指定となる背後には、番楽の長い 
歴史と、時代を超えて番楽を伝えて 
くれた多くの伝承者の計り知れない 
努力があったことを忘れるわけには 
いきません。 
　現代においては、将来への継承と 
いうことを積極的に考える必要があ 
ります。各地の民俗芸能で過疎化・ 
高齢化・少子化などによる後継者難 
ということが言われて久しい社会状 
況ですが、番楽を継承していくため 
に、これは乗り越えなければならな 
い問題です。いかに若い世代に引き 
継いでいくかということが目前の大 
きな課題ですが、それには伝承者・ 
関係者だけではなく、地域の人々の 
支援がとても大事なことのように思 
います。 
　国指定を契機として、さらに多く 
の市民の方々に、かけがえのない地
域の文化としての番楽に関心を持っ
ていただくこと、まずはこれが番楽
の活性化、ひいては継承に大きな力
となることと思われます。 

本
海
獅
子
舞
番
楽
伝
承
者
協
議
会 

会
長 

（
72
歳
・
鳥
海
町
上
川
内
） 

松  

田
　  

訓  

さ
ん

（
63
歳
・
東
京
都
三
鷹
市
） 

　このたび、鳥海地域に伝承されて 
来た県指定の本海番楽が、１３講中一 
括し「本海獅子舞番楽」（獅子舞を重視 
していることから）として国の重要無
形民俗文化財指定として答申された 
ことは、伝承者にとって大きな喜び 
であり、先人・先輩諸氏のご努力と
長年にわたる行政の支援、常に支え
てくださった地域の方々など関係者
の皆さんに心から感謝しております。 
　寛永の初期から４００年近い歴史を 
持つ本海獅子舞番楽は、大物忌神を 
祀る鳥海山を道場とした山伏修験者 
「本海行人」によって授けられたも 

ので、代々その山裾で暮らす人々に 
よって崇め育まれ、絶えることなく 
伝承されて来た土の香り漂う農民芸 
能でもあります。 
　自然条件の厳しい中で食を満たし、 
わずかの幸せを求めて神を信じ、信
仰に支えられて来た本海獅子舞番楽
は、江戸時代から明治、大正、昭和
と農村の庭に定着し常々豊作を願い、
厄除けに励み、本海流の掟を守り、
今日まで続けられていることは本当
に素晴らしいことです。 
　無形文化財は、舞も拍子も一瞬に 
して消える「技」の伝承であります 
ので、素朴にして奥の深い難しさが 
あります。われわれは国指定の答申 
を重く受け止め、１３講中が力を合わ
せて責任ある伝承に努め、若い世代
にも呼びかけ、本市の財産として
後世につなげたいものと思っており
ます。 
　市民の皆さんや行政の方々にもよ
ろしくお願いします。 

まつ 

あが はぐく 

おきて 

ぼく 
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元
由
利
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

監
督
の
故
原
田
重
充
先
生
の
功
績

を
た
た
え
る
原
田
記
念
東
北
中
学

校
選
抜
（
女
子
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
一
月
二
十
二
、
二
十
三
日
、

由
利
高
校
体
育
館
と
市
総
合
体
育

館
の
二
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
十
二
回
の
今
大
会
は
、
県

内
外
か
ら
十
六
校
が
参
加
。
本
市

か
ら
は
本
荘
北
・
由
利
・
出
羽
・

西
目
・
鳥
海
中
学
校
が
出
場
し
ま

し
た
。
惜
し
く
も
上
位
入
賞
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
豪
校
に

果
敢
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が

集
い
一
月
十
日
、
市
ジ
ュ
ニ
ア
ユ

ニ
ホ
ッ
ク
大
会
が
小
友
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は

十
チ
ー
ム
・
九
十
人
の
団
員
が
参

加
。
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、

会
場
に
は
選
手
を
応
援
す
る
メ
ン

バ
ー
や
家
族
か
ら
の
熱
い
声
援
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。
大
会
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
【
優
勝
】
本
荘
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
少
Ｃ　
【
準
優
勝
】
北
内
越
野

球
ス
ポ
少
Ａ　
【
第
三
位
】
鶴
舞
野

球
ス
ポ
少
Ｃ　
【
同
】
本
荘
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
少
Ｄ

　

市
交
通
指
導
隊
（
佐
々
木
榮
悦

隊
長
・
隊
員
六
十
人
）
の
観
閲
式

が
一
月
十
六
日
、
裸
ま
い
り
後
の

新
山
神
社
前
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
隊
員
た
ち
は
、
式
に
先
が
け

て
新
山
神
社
に
お
参
り
し
、
市
民

へ
の
交
通
安
全
啓
発
や
街
頭
指
導

に
あ
た
る
際
の
、
今
年
一
年
の
交

通
安
全
を
祈
願
。
し
ん
し
ん
と
雪

が
降
り
し
き
る
中
行
わ
れ
た
式
で

は
、
整
然
と
整
列
し
、
真
剣
な
面

持
ち
で
藤
原
由
美
子
副
市
長
か
ら

観
閲
を
受
け
ま
し
た
。「
今
年
一

年
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
交
通

事
故
が
な
い
よ
う
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
藤
原
副
市
長
か

ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
今
年
一

年
の
無
事
故
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
一
月
二
十
四
日
の
「
初
地

蔵
の
日
」
に
、
折
渡
千
体
地
蔵
護

持
会
（
髙
橋
喜
一
郎
代
表
）
の
主

催
で
行
わ
れ
る
初
地
蔵
樏
詣
り
が

今
年
も
折
渡
地
蔵
尊
で
行
わ
れ
、

寄
進
者
な
ど
約
三
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
千
体
地
蔵
建
立
を
記
念

し
平
成
五
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
樏

詣
り
。
永
傳
寺
副
住
職
の
法
要
後
、

一
行
は
雪
深
い
参
道
を
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
や
願
い
を
込
め
巡
り
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
一
度
も
欠
か
さ
ず

参
拝
さ
れ
て
い
た
菊
地
ア
サ
さ
ん

（
岩
谷
麓
・
88
歳
）
は
「
皆
さ
ん

の
支
え
の
お
か
げ
で
（
昨
年
ま
で
）

頑
張
っ
て
登
っ
て
こ
れ
た
。
今
年

は
息
子
が
代
わ
り
に
登
っ
て
く
れ

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

よ
う
で
ん　
じ
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修
験
者
の
荒
行
を
起
源
と
し
、

一
年
の
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
や

身
体
堅
固
を
祈
願
す
る
新
山
神
社

の
「
裸
ま
い
り
」
が
一
月
十
六
日
、

石
脇
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
地
元
の
八
町
内
と
一
企

業
か
ら
約
二
百
七
十
人
の
若
衆
が

参
加
。
凍
て
つ
く
よ
う
な
厳
し
い

寒
さ
の
中
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
町
内
で
早
朝
か
ら
水
ご
り
を
し

て
身
を
清
め
、
白
鉢
巻
き
に
白
腹

巻
き
、
白
足
袋
に
わ
ら
じ
の
い
で

た
ち
で
、
酒
や
も
ち
、
魚
な
ど
の

奉
納
品
を
担
い
で
「
ジ
ョ
ヤ
サ
、

ジ
ョ
ヤ
サ
」
と
力
強
い
掛
け
声
と

と
も
に
勇
壮
に
参
道
を
駆
け
上
が

り
ま
し
た
。

　

新
山
神
社
裸
ま
い
り
に
合
わ
せ

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
石
脇
蔵

の
市
」
が
一
月
十
六
日
、
石
脇
の

齋
彌
酒
造
店
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
限
定
の
日
本
酒
な
ど
を
買

い
求
め
よ
う
と
、
午
前
十
時
の
酒

蔵
開
放
の
前
に
は
市
民
や
観
光
客

な
ど
の
長
い
列
が
で
き
、
開
放
さ

れ
る
と
人
の
波
が
店
内
に
ど
っ
と

押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
店
の
ビ
ン
詰
め
工
場

で
は
地
域
の
お
菓
子
や
み
そ
、し
ょ

う
ゆ
な
ど
、
地
場
産
品
の
販
売
も

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、
訪
れ
た
家

族
連
れ
な
ど
は
温
か
い
う
ど
ん
を

ほ
お
ば
り
、
暖
を
と
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

本
荘
凧
の
会
（
佐
々
木
修
一
会

長
）
主
催
に
よ
る
「
本
荘
凧
揚
げ

大
会
」
が
一
月
十
六
日
、
ア
ク
ア

パ
ル
前
の
河
川
敷
を
会
場
に
県
内

外
の
凧
愛
好
家
な
ど
、
約
百
五
十

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
豪
雪
を
感
じ
さ
せ
る
激

し
い
雪
に
時
折
見
舞
わ
れ
な
が
ら

の
大
会
で
し
た
が
、
参
加
者
に
よ

る
と
「（
凧
は
）
雨
と
雪
は
苦
手

だ
け
ど
、
今
日
の
風
は
ま
あ
ま
あ
」

と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
都
合
が
合

わ
ず
、
三
度
目
の
挑
戦
で
よ
う
や

く
凧
揚
げ
に
成
功
し
た
と
い
う
伏

山
真
由
奈
さ
ん
（
尾
崎
小
３
年
）

は
「
絵
も
凧
揚
げ
も
す
ご
く
う
ま

く
い
き
ま
し
た
」
と
お
母
さ
ん
と

と
も
に
喜
び
な
が
ら
、
上
手
に
凧

揚
げ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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対
策
本
部
を
設
置 
豪
雪 申

告
相
談 

始
ま
り
ま
す 

税 
　
市
全
域
、
特
に
山
間
地
域
に
お
い
て
、

「
平
成
十
八
年
豪
雪
」
以
来
の
降
雪
と
な

り
、
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
市
で
は
、
一
月
二
十
日
に

「
市
豪
雪
対
策
本
部
（
本
部
長
・
市
長
）
」

を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
同
十
三
日
の「
市
雪
害
対
策
部
（
部
長
・

副
市
長
）」の
設
置
か
ら
移
行
し
た
も
の
で
、

同
十
七
日
に
は
「
市
道
路
雪
害
対
策
本
部

（
本
部
長
・
市
長
）
」
も
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
市
で
は
除
雪
作
業
中
の
事
故
防
止
を

注
意
喚
起
す
る
な
ど
、
今
後
の
積
雪
に
警

戒
を
強
め
、
災
害
予
防
や
除
排
雪
に
万
全

を
期
し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

 

　
除
雪
作
業
中
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
雪
下
ろ
し
作
業
の
注
意
点
】 

○
作
業
は
二
人
以
上
で
声
を
か
け
な
が
ら 

○
は
し
ご
の
固
定
は
し
っ
か
り
と 

○
命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
忘
れ
ず
着
用 

○
落
下
事
故
な
ど
に
備
え
、
携
帯
電
話
は

　
し
っ
か
り
携
行
す
る 

○
屋
根
の
下
に
は
雪
を
残
し
て
雪
下
ろ
し 

○
作
業
時
の
感
電
や
停
電
に
注
意
す
る 

※
引
き
込
み
線
や
周
囲
の
電
線
に
注
意
。
垂
れ

　
下
が
っ
た
電
線
を
発
見
し
た
ら
絶
対
触
れ
ず
、

　
東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
　
０
１
２
０

　
―
１
７
５
―
３
６
６
）
へ
ご
連
絡
を
。 

【
そ
の
他
の
注
意
点
】 

○
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
農
作
物
の

　
管
理
に
注
意
す
る 

○
除
雪
機
に
よ
る
作
業
中
の
事
故
に
注
意

○
水
道
管
の
凍
結
防
止
を
心
が
け
る 

○
路
上
駐
車
禁
止
。
除
雪
が
で
き
な
く
な

　
る
ほ
か
、
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
や

　
付
近
住
民
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す 

○
降
雪
の
影
響
で
道
路
が
狭
く
、
交
差
点

　
で
の
見
通
し
も
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
な
ど
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
！ 

○
流
雪
溝
が
あ
る
地
域
は
水
量
が
十
分
か

　
確
認
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
使
用
す
る 

   

　
市
内
に
お
い
て
、
火
災
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
大
雪
に
よ
る
火
災
の
備
え
に
つ
い

て
、
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

○
玄
関
な
ど
、
家
の
出
入
り
口
の
雪
を
こ

　
ま
め
に
寄
せ
、
避
難
口
を
確
保
す
る 

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
が
倒
れ
て
い
な
い
か
、

　
燃
料
配
管
が
外
れ
て
い
な
い
か
要
確
認 

○
ス
ト
ー
ブ
へ
の
燃
料
補
給
時
は
必
ず
火

　
を
消
し
て
行
う 

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い 

○
消
火
活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

　
消
火
栓
な
ど
、
消
防
水
利
の
ま
わ
り
に

　
は
雪
を
寄
せ
な
い 

 

　
本
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に
居
住
し

（
住
民
登
録
の
有
無
を
問
わ
ず
）
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。 

事
業
者
な
ど 

○
平
成
　
年
中
に
営
業
・
農
業
・
そ
の
他

　
の
事
業
を
営
ん
だ
方
や
不
動
産
・
雑
・

　
譲
渡
・
一
時
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
方 

給
与
所
得
者 

○
給
与
以
外
に
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど

　
他
の
所
得
が
あ
っ
た
方 

※
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
所

　
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。 

○
給
与
所
得
の
み
の
方
で
も
、
平
成
　
年

　
中
に
就
職
や
退
職
を
さ
れ
た
り
、
２
カ

　
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
を
受
け
た

　
方
で
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な
い
方 

○
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方 

○
１
月
　
日
ま
で
に
勤
務
先
か
ら
税
務
課

　
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ

　
な
か
っ
た
方 

※
確
定
申
告
が
不
要
の
給
与
所
得
者
の
方

　
で
も
、
医
療
費
控
除
や
扶
養
控
除
を
受

　
け
ら
れ
る
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
る

　
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。
な
お
、
還
付
申
告
を
す
る

　
場
合
は
給
与
以
外
の
所
得
額
の
合
計
が

　
20
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
含

　
め
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者 

○
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
方 

○
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
地
震
保

　
険
料
の
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

　
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方 

そ
の
他 

○
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う

　
と
す
る
方 

  

○
平
成
　
年
中
の
所
得
が
給
与
の
み
の
方

　
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
終
え
「
給

　
与
支
払
報
告
書
」
が
税
務
課
に
提
出
さ

　
れ
た
方 

○
所
得
が
全
く
な
く
、
家
族
な
ど
の
扶
養

　
と
な
っ
て
い
た
方 

※
平
成
22
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
で

　
も
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
軽
減
判

　
定
や
福
祉
・
国
民
年
金
の
各
種
申
請
な

　
ど
で
申
告
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

　
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  

◆
贈
与
税
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く
― 

　
一
年
間
に
　
万
円
を
超
え
る
現
金
な
ど

の
財
産
を
も
ら
っ
た
方
は
、
２
月
１
日
か

ら
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
税
務
署
で
申
告

が
必
要
で
す
。 

◆
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
は
― 

　
譲
渡
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き
や

買
い
換
え
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
一
定
の

要
件
の
も
と
に
課
税
の
軽
減
特
例
が
受
け

ら
れ
ま
す
。 

◆
償
却
資
産
の
申
告
も
忘
れ
ず
に
― 

　
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
申

告
書
を
送
付
済
み
で
す
が
、
未
提
出
の
方

や
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

税
務
課
資
産
税
班
（
　
　
―
６
３
０
４
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
農
業
所
得
の
計
算
方
法
― 

　
「
収
入
」
か
ら
「
経
費
」
を
引
い
て
所

得
を
算
出
す
る
収
支
計
算
に
な
り
ま
す
。

「
農
林
産
物
販
売
金
額
内
訳
書
」
や
補
助

金
・
交
付
金
の
通
知
書
な
ど
、
収
入
の
分

か
る
も
の
、
通
帳
や
領
収
書
な
ど
、
農
業

に
関
す
る
経
費
の
分
か
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
収
入
や
経
費
は
収
支
内
訳
書

の
項
目
ご
と
に
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
税
務
課
と
各
総
合
支
所
振
興
課
に
「
は

じ
め
よ
う
、
収
支
計
算
」
を
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
（
正
誤

表
を
添
付
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
受
領

さ
れ
た
方
で
正
誤
表
が
な
い
も
の
を
お
持

ち
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
前
記
の
窓
口

で
お
求
め
く
だ
さ
い
） 

◆
「
保
険
年
金
」
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方 

　
相
続
ま
た
は
贈
与
な
ど
に
係
る
生
命
保

険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く

年
金
（
保
険
年
金
）
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
相
続
税
や
贈
与
税
と
の
関
連
が
あ

り
ま
す
の
で
、
本
荘
税
務
署
（
　
　
―
２

３
３
５
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

  

●
住
宅
税
制 

　
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
者

に
対
し
て
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
控
除
額
を
市
・
県
民
税
で
控
除
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
11
年
か

ら
18
年
に
入
居
し
た
方
、
ま
た
は
21
年
か

ら
25
年
に
入
居
し
た
方
で
、
所
得
税
に
お

い
て
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）
」
の
適
用
の
あ
る
方
で
す
。 

　
申
告
書
の
提
出
は
不
要
で
す
が
、
山
林

所
得
、
臨
時
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
は
申

告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
有
利
な
控
除
額
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
土
地
税
制 

　
昨
年
か
ら
土
地
な
ど
の
長
期
譲
渡
所
得

に
係
る
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
　
年
お
よ
び
　
年
の
２
年
間
に
取
得

し
た
土
地
な
ど
を
５
年
を
越
え
て
所
有
し

た
う
え
で
譲
渡
し
た
場
合
に
、
そ
の
譲
渡

所
得
か
ら
１
千
万
を
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
所
有
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
　
年
以
降
の
譲
渡
が
適
用

対
象
と
な
り
、
市
・
県
民
税
の
課
税
に
反

映
さ
れ
る
の
は
、
　
年
度
以
降
で
す
。 

●
金
融
証
券
制
度 

　
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
お
よ
び
譲
渡
益

の
課
税
に
つ
い
て
、
金
額
に
関
係
な
く
軽

減
税
率
が
平
成
　
年
度
ま
で
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
特
別
徴
収
さ
れ
る
も
の
も
同

様
に
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

●
扶
養
控
除
の
見
直
し 

　
年
少
扶
養
親
族
（
　
歳
未
満
）
に
対
す

る
扶
養
控
除
の
廃
止
、
　
歳
以
上
　
歳
未

満
の
方
の
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の
廃

止
は
、
平
成
23
年
分
（
市
・
県
民
税
で
は

24
年
度
）
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。 

■
ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
確
定
申
告 

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
申
告
は
▼
税
務
署
に
出
向
か
ず
に
確
定

申
告
▼
添
付
書
類
の
提
出
省
略
▼
還
付
金

が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
▼
最
高
５
千
円
の
税
額

控
除
（
適
用
を
受
け
た
方
を
除
く
）
な
ど

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

◆
火
災
予
防
の
確
認
も
今
一
度
！ 

申
告
を
し
な
く
て
も
い
い
方
は
― 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
― 

申
告
に
関
す
る
ご
注
意 

そ
の
他
の
改
正
点
な
ど
― 

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
税
務
課
住
民
税
班 

　
24
―
６
３
０
２ 

　
　 

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課 

２２ 

２２ 

１１０ 

１５ 

２２ 

３１ 

２４ 

２２ 

２４ 

１６ 
１６ 

１９ 

２７ 
２８ ２２ 

２１ 

申告日程は各地域で異なります。「各総 
合支所だより」などでご確認ください。 
個人事業者の消費税の申告期限は「３ 
月31日（木）」です。 

◆道路の除排雪に関すること 

◆高齢者などの世帯で除排雪に関すること 

◆農林被害に関すること 

◆住宅などの被害、その他雪害に関すること 

■
問
　
い
　
合
　
わ
　
せ
　
先 危機管理課 各総合支所　振興課 担 当 課  

24－6238 55－4961 73－2011 53－2112 65－2212 69－2110 33－4610 57－2201連 絡 先  

農業振興課 各総合支所　産業課 担 当 課  

24－6353 55－4956 73－2014 53－2114 65－2216 69－2116 33－4614 57－2205連 絡 先  

長寿支援課 各総合支所　市民福祉課 担 当 課  

24－6324 55－4960 73－2012 53－2113 65－2215 69－2117 33－4613 57－3503連 絡 先  

建設管理課 各総合支所　建設課 担 当 課  

24－3319 55－4955 73－2015 53－2115 65－2802 69－2115 33－4616 57－2204

本　荘 矢　島 岩　城 由　利 大　内 東由利 西　目 鳥　海 

連 絡 先  

積
雪
に
対
す
る
十
分
な
警
戒
、
火
災
予
防
の
確
認
を
― 

イ
ー
タ
ッ
ク
ス 



１３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１１ １２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２３ ２ １ 

　
医
療
機
関
で
か
か
っ
た
医
療
費

の
自
己
負
担
額
は
、
月
額
で
限
度

額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ

る
と
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
大
き
な
病
気
や
け
が
、
慢
性
疾

患
の
治
療
な
ど
、
治
療
費
が
か
さ

む
場
合
に
被
保
険
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。 

申
請
の
方
法 

１
　
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場

　
合
に
は
、
国
保
か
ら
世
帯
主
あ

　
て
に
通
知
（
診
療
月
の
２
カ
月

　
後
以
降
）
を
し
ま
す
。 

２
　
通
知
書
と
国
保
の
保
険
証
、

　
印
鑑
（
認
印
も
可
）
、
医
療
費

　
の
領
収
書
、
世
帯
主
の
通
帳
を

　
持
参
の
上
、
市
民
課
ま
た
は
各

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
申
請

　
を
し
ま
す
。 

３
　
国
保
か
ら
支
給
決
定
通
知
書

　
が
送
付
さ
れ
、
指
定
口
座
へ
高

　
額
療
養
費
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。 

  
　
70
歳
未
満
と
70
〜
74
歳
の
方
で

は
、
自
己
負
担
限
度
額
や
計
算
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

 

■
「
70
歳
未
満
の
方
」
の
場
合 

　
自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
方
法 

①
１
カ
月
（
暦
月
）
ご
と
の
受
診

　
に
つ
い
て
計
算
し
ま
す
。 

②
２
つ
以
上
の
医
療
機
関
に
か
か

　
っ
た
場
合
は
、
別
計
算
し
ま
す
。 

③
同
じ
医
療
機
関
で
も
歯
科
、
外

　
来
、
入
院
は
別
計
算
し
ま
す
。 

④
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
が
き

　
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、

　
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い

　
も
の
は
除
き
ま
す
。 

①
〜
④
に
分
け
た
上
で
総
医
療
費

を
算
出
し
、
【
表
１
】
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
計
算
し
ま
す 

　
70
歳
未
満
の
方
で
「
世
帯
合

算
」
が
で
き
る
場
合 

　
同
一
世
帯
内
で
、
同
じ
月
に
２

万
１
千
円
以
上
の
自
己
負
担
額
を

２
回
以
上
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
ら
を
合
算
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。 

 

■
「
70
〜
74
歳
の
方
」
の
場
合 

○
外
来
の
場
合
　
個
人
ご
と
に
計

　
算
し
、【
表
２
】
中
、
外
来
（
個

　
人
ご
と
）
の
限
度
額
を
適
用
し

　
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
は
、

　
そ
の
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り

　
３
つ
の
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。 

○
入
院
の
場
合
　
高
齢
受
給
者
証

　
の
負
担
割
合
に
よ
っ
て
、
医
療

　
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
は
自
己

　
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の
場

　
合
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

　
担
額
減
額
認
定
証
」
の
提
示
で
、

　
さ
ら
に
減
額
さ
れ
る
た
め
、
国

　
保
の
保
険
証
を
持
参
の
上
、
交

　
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。   

   

自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
方
法 

①
１
カ
月
（
暦
月
）
ご
と
の
受
診

　
に
つ
い
て
計
算
し
ま
す
。 

②
外
来
は
個
人
ご
と
に
、
入
院
を

　
含
む
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世

　
帯
単
位
で
　
〜
　
歳
の
人
を
合

　
算
し
ま
す
。 

③
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
、
調
剤

　
の
区
別
な
く
、
自
己
負
担
額
を

　
合
算
。
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド

　
代
な
ど
、
保
険
診
療
の
対
象
と

　
な
ら
な
い
も
の
は
除
き
ま
す
。 

①
〜
③
に
分
け
た
上
で
【
表
２
】

に
照
ら
し
合
わ
せ
ま
す
。 

７４ 

７０ 

●
国
保
に
つ
い
て
詳
し
く
は 

   

市
民
課（
国
保
担
当
） 

　
　
　
24
―
６
２
４
５ 
国
民
健
康
保
険 

高
　
額
　
療
　
養
　
費
　
制
　
度 

〜
医
療
費

医
療
費
の
負
担
負
担
を
軽
減
軽
減
す
る
制
度
制
度
〜 

〜
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
〜 

お
知
ら
せ
し
ま
す 

※
総
医
療
費
は
、一
部
負
担
金（
自 

　
己
負
担
額
）
を
十
分
の
三
で
割 

　
り
返
し
た
額
に
お
よ
そ
相
当
し 

　
ま
す
。 

（※１）過去12カ月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の自己負担限度額 
（※２）基礎控除後、総所得金額が600万円を超える世帯が該当。所得の申告をして 
　　　　いない方も上位所得者となります。 

【表1】「７０歳未満の方」の自己負担限度額（月額） 

所得区分 

一　　般 
上位所得者 
（※2） 
住　民　税 
非課税世帯 

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％ 

3回目までの限度額 
4回目以降の 
限度額（※1） 

150,000円＋（総医療費－500,000円）×1％ 

35,400円 24,600円 

83,400円 

44,400円 

【表2】「７０～７４歳」の方の自己負担限度額（月額） 

所得区分 

一　　般 
現役並み所得者 
（※1） 

低所得者 
　（※2） 
　（※3） 

外　　来　＋　入　　院 
（世帯単位） 

外　来 
（個人ごと） 

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％ 

8,000円 

44,400円 

24,600円 
15,000円 

12,000円 

44,400円 

（※１）高齢受給者証の一部負担割合が３割の方 
（※２）同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で（※３）以外の方 
（※３）同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要 
　　　　経費・控除額（年金所得の控除額は80万円）を差し引いたときに０円となる方 
 

■
70
歳
未
満
と
70
〜
74
歳
の
方
が

　
同
じ
世
帯
で
、
自
己
負
担
額
を

　
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え
た
場

　
合 

①
　
〜
　
歳
の
方
の
高
額
療
養
費

　
を
計
算
（
【
表
２
】
参
照
） 

②
①
に
　
歳
未
満
の
方
の
合
算
対

　
象
額
（
２
万
１
千
円
以
上
の
自

　
己
負
担
額
）
を
加
え
、
　
歳
未

　
満
の
方
の
自
己
負
担
限
度
額

　
【
表
１
】
を
適
用
し
、
超
え
た

　
部
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

　
給
さ
れ
ま
す
。 

７０ 

７０ 

７０ 

７４ 

　入院する場合には「限度額適用認定
証（※住民税非課税世帯は「限度額適
用・標準負担額減額認定証」）」の提示
により、医療機関での支払いが自己負
担限度額までとなります。国保の保険
証を持参の上、市役所窓口にて交付申
請を行ってください。 
　なお、認定証を医療機関に提示しな
い場合は、総医療費の３割が請求され
ます。また、７０～７４歳の方は高齢受給
者証の負担割合により、「一般」また
は「現役並み所得者」のどちらかの自
己負担限度額が請求されます。 
　自己負担限度額以上、支払っている
場合には、高額医療費の申請が必要と
なります。 
※国保税を滞納している世帯の方には認定
　証が交付されない場合があります。 

　医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽
減する制度です。 
　同一世帯の国保被保険者の方全員が、１年間（毎年８月～翌
年７月末）に支払った医療費と介護保険サービスの自己負担額
を合計し、基準額を超えた場合、その超えた金額を支給します。 

◆このように負担が軽減されます  
〈例〉夫婦２人世帯の場合…ともに７２歳・住民税非課税   
○これまで　１年間に医療保険を２５万円、介護保険を２５万円支
　払い、年間の負担が５０万円であった。 
○これからは　年間５０万円を支払った後、申請をすることで基
　準額３１万円を超えた金額（１９万円）が支給され、年間の負担が
　３１万円に軽減されます。（上記【７０～７４歳の方】中、③に該当） 
 

　毎年８月～翌年７月末までの間に「他の市町村から転居され
た方」「他の医療保険から国保に移られた方」は、本市窓口（市
民課または各総合支所市民福祉課）のほか、転居前の市町村や
それまでに加入していた医療保険窓口での手続きが必要です。 

高額医療・高額介護合算療養費制度 

入院時は「限度額適用認定証」の 
交付申請をお忘れなく！ 

　災害など、特別な理由のため、生活が著しく困難と 
なった場合に、医療機関などに支払う自己負担額（一 
部負担金）が減免される場合があります。 
　詳しくはお問い合わせください。 

◎自己負担額の減免制度 

◎申請手続きについての留意点 



　

就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が

昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
が
対

象
で
す
。             

対
象　

新
山・

鶴
舞
・
尾
崎
・
子

　

吉
・
小
友
・
石
沢
小
学
校
の
低

　

学
年
児
童
（
三
年
生
ま
で
）

実
施
日　

平
日
の
授
業
終
了
後
、

　

土
曜
日
、
夏
・
冬
・
春
の
休
業

　

期
間

利
用
料　

学
校
の
授
業
日…

200
円
、

　

学
校
の
休
業
日…

500
円

申
し
込
み　

保
育
園
在
園
児
は
各

　

園
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

　

上
、
各
園
へ
提
出
／
幼
稚
園
在

　

園
児
は
各
園
に
あ
る
申
込
用
紙

　

に
記
入
の
上
、
指
定
の
ク
ラ
ブ

　

か
子
育
て
支
援
課
へ
提
出
／
在

　

宅
児
は
子
育
て
支
援
課
に
あ
る

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
指
定

　

の
ク
ラ
ブ
か
子
育
て
支
援
課
へ

　

提
出
／
小
学
生
は
新
規
・
継
続

　

と
も
指
定
の
ク
ラ
ブ
に
提
出

締
め
切
り　

２
月
18
日
㈮

説
明
会　

３
月
５
日
㈯　

午
後
１

　

時
30
分
か
ら
各
ク
ラ
ブ
で

本
荘
地
域
学
童
ク
ラ
ブ　

 『
石
脇

　

学
童
ク
ラ
ブ
』
新
山
小
児
童
対

　

象
（
石
脇
北
保
育
園
隣
り
☎
24

　

―
１
３
４
５※

午
後
の
み
）
／

　

 『
つ
る
ま
い
学
童
ク
ラ
ブ
』
鶴

　

舞
小
児
童
対
象
（
鶴
舞
小
学
校

　

内
☎
28
―
５
６
２
５※

午
後
の

　

み
）
／
『
尾
崎
児
童
ク
ラ
ブ
』

　

尾
崎
小
児
童
対
象
（
尾
崎
小
隣

　

り
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
内
☎
28
―

　
５
５
７
０※

午
後
の
み
）／『
子

　

吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
子
吉

　

小
児
童
対
象
（
子
吉
小
学
校
内

　

☎
23
―
０
１
９
１※

午
後
の
み
）

　

／
『
小
友
学
童
ク
ラ
ブ
』
小
友

　

小
児
童
対
象
（
小
友
小
学
校
内

　

☎
22
―
３
５
３
２
）
／
『
石
沢

　

学
童
ク
ラ
ブ
』
石
沢
小
児
童
対

　

象
（
石
沢
保
育
園
内
☎
29
―
２

　

１
０
４
）

問
い
合
わ
せ
先　

各
学
童
ク
ラ
ブ

　

ま
た
は
子
育
て
支
援
課
（
☎
24

　

―
６
３
１
９
）、
本
荘
地
域
以

　

外
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

日
時　

３
月
20
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
開
会
式

会
場　

水
林
競
技
場

種
目　

２
㌔
＝
小
学
生
男
子
・
女

　

子
、
３
㌔
＝
中
学
生
女
子
、
４

　

㌔
＝
中
学
生
男
子
、
高
校
生
男

　

子
・
女
子
、
一
般
男
子
・
女
子
、

　

壮
年
男
子
Ａ・Ｂ
、
８
㌔
＝
高

　

校
生
男
子
、
一
般
男
子

※

一
般
男
子
は
49
歳
以
下
、
一
般

　

女
子
は
年
齢
制
限
な
し
、
壮
年

　

男
子
Ａ
は
50
歳
台
、
同
Ｂ
は
60

　

歳
以
上

参
加
料　

小
・
中
学
生…

１
千
円
、

　

高
校
生
・
一
般…

２
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

２
月
21
日
㈪　

午
後
５
時
ま
で
、

　

ス
ポ
ー
ツ
課  

☎
24―

６
１
８
３
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職　　　種 種別 主な勤務内容 募集人員 施設名・勤務地 勤務時間

学　 校 　校 　務 　員

学  校  給  食  調  理  員

　

事　 務 　補 　助 　員

保　　　  育  　　　士

保 育 園 給 食 調 理 員

鶴舞温泉サービス係員

鶴 舞 温 泉 施 設 管 理 員

校内外の環境整備、外勤

校内用務（印刷、接客など）

学校での給食調理

　　

保育業務

保育園での給食調理

受付、貸出、事務補助、施設管理
（土日・祝日の勤務あり）

フロントサービス、客室や女性浴
室の点検清掃など
施設内外（男性浴室含）の点検・
清掃、施設管理

本　　荘　　地　　域

由　　利　　地　　域

東　由　利　地　域

本　　荘　　地　　域

大　　内　　地　　域

本　　荘　　地　　域
由　　利　　地　　域
大　　内　　地　　域
鳥　　海　　地　　域

市民交流学習センター

ゆ　り　保　育　園

西　目　保　育　園

ゆ　り　保　育　園

鶴　　舞　　温　　泉

週５日勤務
（38時間45分）

週29時間勤務
（２交代制勤務）

１人

１人

１人

２人

２人

６人
１人
１人
１人

１人

３人

２人

１人

３人

１人

臨　
　
　
　
　

時

嘱　

託

日
時　

２
月
27
日
㈰　

午
前
８

　

時
〜

会
場　

本
荘
体
育
館

種
目
（
参
加
料
）　

一
般
男
子・

　

女
子
（
中
学
生
以
上
）、
混
成

　

 （
35
歳
以
上
の
男
子
と
中
学
生

　

以
上
の
女
子
で
、
試
合
中
常
時

　

２
人
の
以
上
の
女
子
が
プ
レ
ー

　

す
る
チ
ー
ム
（
２
千
円
）
／
②

　

ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）・
１
千

　

円

※

代
表
者
会
議
（
２
月
17
日
㈭　

　

午
後
６
時
〜
、
本
荘
勤
労
青
少

　

年
ホ
ー
ム
内
音
楽
室
）
に
は
必

　

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
16
日
㈬ 

正
午
ま
で
、
ス

　

ポ
ー
ツ
課　

☎
24―

６
１
８
３

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は

３
月
31
日
㈭
ま
で
、「
完
了
実
績

報
告
書
」
と
「
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

補
助
金
の
額　

対
象
工
事
費
の
10

　

％
に
相
当
す
る
額
（
上
限
30
万

　

円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

助
成
の
対
象　

①
市
内
の
自
己
居

　

住
用
の
住
宅
を
「
市
内
業
者
」

　

が
50
万
円
以
上
の
増
改
築
や
修

　

繕
、
補
修
な
ど
を
す
る
場
合
／

　

②
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
助

　

成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

そ
の
他　

①
本
年
度
、
県
の
リ

　

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
み
で
実
施
済

　

み
（
実
施
中
）
の
工
事
も
該
当

　

／
② 「
市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ

　

る
方
」「
市
外
業
者
が
施
工
し

　

た
場
合
」
は
対
象
外

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課　

　

☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
建
設
課

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成23年２月１日号平成23年２月１日号平成23年２月１日号

日時　①２月19日㈯　午後５
　時～オープニングアトラク
　ション、６時～試合開始／
　②20日㈰　正午～オープニ
　ングアトラクション、午後
　１時～試合開始
【対戦】浜松・東三河フェニックス
会場　市総合体育館
※前売り券はチケット販売機
　のあるコンビニエンススト
　アで好評販売中！（当日、
　会場でもチケットをお買い
　求めいただけます）
◎観戦チケット付き
　ブースター会員も募集中！
（レギュラー会員は３千円、
ジュニア会員は１千円）

内容　18日㈮～20日㈰の期間
　中、会場の設営や撤収のほ
　か、受け付け・案内などの
　運営ボランティアスタッフ
※活動中はスタッフジャン
　パーを貸与。報酬、交通費
　の支給はありません。イベ
　ント保険は主催者側で加入
　します。協力いただける希
　望日と氏名、住所、電話番
　号をご連絡ください。
問い合わせ先 　【チケット】
　秋田プロバスケットボール
　㈱チケット事務局　☎050
　－3536－0577／【ボランティ
　ア募集】教育委員会スポー
　ツ課　☎24－6183

応　募　資　格 雇用期間 申込期限 申し込み・問い合わせ先

普通自動車運転免許

保育士の資格

調理師の資格

普通自動車運転免許、危
険物取扱者乙種４類
普通自動車運転免許、危険物取
扱者乙種４類、ボイラー技士

2月14日㈪

　

2月25日㈮

2月21日㈪

2月25日㈮

2月15日㈫

４月１日から
６カ月間
（更新可）

４月１日から
１年間

教 育 総 務 課　☎24－6280

　

生 涯 学 習 課　☎24－6284

由利総合支所振興課　☎53－2112

西目総合支所振興課　☎33－4610

由利総合支所振興課　☎53－2112

総　　務　　課　☎24－6216



日
時　

２
月
10
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

内
容　

遺
言
、
相
続
、
金
銭
、
土

　

地
建
物
の
賃
貸
な
ど
に
つ
い
て

■
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

２
月
16
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

※

２
月
４
日
㈮　

午
前
８
時
30
分

　

か
ら
受
け
付
け
開
始

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）
の
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

※

以
上
の
相
談
の
ほ
か
に
は
、
市

　

民
課
市
民
相
談
室
と
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
の
職
員
が
対
応

　

し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
相
談
室　

☎
24　

　

―

６
２
５
１

日
時　

２
月
17
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

本
荘
簡
易
裁
判
所
２
階　

　

調
停
相
談
室

内
容　

金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通

　

事
故
、
家
庭
（
夫
婦
、
親
子
、

　

離
婚
、
相
続
）
の
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
調
停
協
会

　

事
務
局
（
裁
判
所
内
）　

☎
22

　

―

３
９
１
６

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

地
域
の
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
全
国
の
市
町
村
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
本
市
を
担
当
す
る
委

員
と
し
て
１
月
１
日
付
け
で
次
の

方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
佐
藤
寛
さ
ん
（
新
任
）・
本
荘

○
佐
藤
孝
藏
さ
ん
（
再
任
）・
本
荘

○
佐
々
木
久
尚
さ
ん
（
再
任
）・
西
目

※

打
矢
好
子
さ
ん
（
本
荘
）
が
同

　

日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
相

　

談
室　

☎
24―

６
２
５
１

　

３
月
３
日
㈭
か
ら
始
ま
る
「
由

利
本
荘
ひ
な
街
道　

町
中
ひ
な
め

ぐ
り
」
に
先
行
し
て
、
合
同
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間　

２
月
11
日
㈮
〜
４
月
３

　

日
㈰

展
示
施
設　

本
荘
郷
土
資
料
館
、

　

矢
島
郷
土
資
料
館
、
岩
城
歴
史

　

民
俗
資
料
館
、
亀
田
城
佐
藤
八

　

十
八
美
術
館
、
出
羽
伝
承
館

※

本
荘
・
矢
島
郷
土
資
料
館
、
亀

　

田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館
は
展

　

示
替
え
の
た
め
、
２
月
10
日
㈭

　

ま
で
全
館
休
館
し
ま
す

日
時　

２
月
11
日
（
金
・
祝
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

　

分
会
場　

天
鷺
村
（
入
村
無
料
）

内
容　

も
ち
つ
き
大
会
、
カ
ル
タ

　

大
会
、
秋
田
万
歳
、
秋
田
民
謡
、

　

昔
語
り
、
な
つ
か
し
屋
台
、
手

　

織
り
体
験
、
佐
々
木
家
催
し
‥

　

津
軽
三
味
線
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

天
鷺
村　

☎
74

　

―

２
５
２
５

　

日
本
人
と
し
て
初
め
て
南
極
大

陸
に
到
達
す
る
と
い
う
歴
史
的
偉

業
を
達
成
し
た
、
に
か
ほ
市
出
身

の
白
瀬
矗
（
の
ぶ
）
と
そ
の
偉
業

を
支
え
た
早
稲
田
大
学
創
始
者
の

大
隈
重
信
。
２
人
の
偉
人
の
歩
み

と
と
も
に
現
在
の
南
極
の
姿
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場　

本
荘
文
化
会
館　

地
階
会

　

議
室

問
い
合
わ
せ
先　

白
瀬
南
極
探
検

　

隊
記
念
館　

☎
38―

３
７
６
５
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　本市のガス・上下水道などのシス
テムを本年４月に統一し、効率的な
運営と広域的な情報の共有を図り、
お客様へのより一層のサービス向上
に努めます。
　お客様に直接関連があるものは、
下記の３項目です。

　　　　　　
　現在、水道料金・下水道料金など
の口座振替は、種類や地域によって
それぞれの振替日に口座振替を行っ
ていますが、４月からは水道料金・
下水道料金を市水道料金として、一
括で口座振替を行います。振替日は
「毎月17日と30日（ともに土日、祝
日の場合はその翌日）」になります。
※現在、この振替日で口座振替を行っ
　ている地域や都市ガス料金については
　変更ありません。口座振替を統一する
　ことで不都合がある場合は、個別に対
　応いたしますので、下記問い合わせ先
　までお知らせください。

　４月から納付書が「圧着式のハガ
キ」に変わります。窓口や金融機関
での直接納付のほか、コンビニエン
スストアでも納付できるようになり
ます。

　
　現在、地域によってメーター検針
日が異なっていますが、４月からは
「本荘地域のガス・上水道は毎月13
日から25日まで」、「本荘地域の簡易
水道と各地域の上水道・簡易水道は
毎月20日から月末まで」に変更しま
す。
　検針日変更により、使用期間が前
後にずれ込むため、一回目の検針は
日割り計算になる場合もあります。
　「使用量のお知らせ」には、ガス
・水道・下水道の３通りの使用量と
料金が明記されるようになります。

日
時　

２
月
13
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
正
午

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル
（
屋
内
24
区

　

画
・
１
区
画
＝
約
１
坪
）

内
容　

不
用
に
な
っ
た
日
用
雑
貨
、

　

衣
類
、
書
籍
な
ど

出
店
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
10
日
㈭
ま
で
、
ア
ク
ア
パ

　

ル　

☎
22―

５
６
１
１

【
お
ひ
な
っ
こ
列
車
飾
り
作
り
】

　

由
利
本
荘
ひ
な
街
道
（
３
月
３

日
〜
21
日
）
の
期
間
中
、
毎
日
１

往
復
す
る
お
ひ
な
っ
こ
列
車
に
矢

島
柳
飾
り
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
あ
な

た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
列

車
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

製
作
期
間　

２
月
の
毎
週
火
曜
日

　

午
後
１
時
50
分
〜
３
時
50
分

会
場　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

　

ン
タ
ー
２
階
（
矢
島
駅
）

【
ぽ
か
ぽ
か
温
泉
ツ
ア
ー
】

　

湯
っ
こ
さ
つ
か
っ
て
、
う
ん
め

え
〜
ご
っ
つ
ぉ
食
べ
で
、
ゆ
っ
た

り
の
ん
び
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
23
日
㈬

料
金　

３
千
936
円
（
矢
島
、
由
利

　

地
域
か
ら
の
参
加
者
は
５
百
円

　

引
き
）

募
集
人
員　

36
人

行
程　

羽
後
本
荘
駅―

矢
島
駅―

　

ホ
テ
ル
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
で
入

　

浴
・
昼
食―

天
寿
酒
造
見
学（
試

　

飲
）―

矢
島
駅―

羽
後
本
荘
駅

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

由
利
高
原
鉄
道
㈱　

☎
56―

２

　
７
３
６

募
集
人
員　

男
子
10
人
程
度

所
在
地　

東
京
都
中
野
区
白
鷺
１

　

丁
目
７―

10

寮
費　

一
人
部
屋
（
１
カ
月
）

　

３
万
５
千
円

※
ほ
か
に
入
寮
費
と
し
て
、
寮
費

　

１
カ
月
分
と
公
益
費
（
月
）
７

　

千
５
百
円
、
食
費
（
朝
食
250
円
、

　

夕
食
450
円
）
な
ど
が
か
か
り
ま

　

す
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
由
利
学
生
東
京
寮
事
務
局　

　

本
荘
法
人
会
内　

長
谷
川
さ
ん

　

☎
24―

３
０
５
０
、
ま
た
は
野

　

口
さ
ん　

☎
22―

４
５
０
３

　

３
月
定
例
会
で
は
、
２
月
16
日

㈬
ま
で
に
受
理
す
る
請
願
、
陳
情

　

を
審
議
予
定
で
す
。（
会
期
日

　

程
は
次
号
へ
掲
載
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
議
会
事
務
局

　

☎
24―

６
３
８
６

　

特
許
の
基
礎
知
識
や
特
許
出
願

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　

２
月
８
日
㈫　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

会
場　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー

受
講
対
象
者　

パ
ソ
コ
ン
で
文
字

　

入
力
で
き
る
方
（
受
講
料
無
料
、

　

先
着
10
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー　

☎

　

０
１
８―

８
６
０―

５
６
１
４

　

大
内
三
川
・
徳
沢
地
区
に
お
い

て
電
源
開
発
㈱
が
計
画
し
て
い
る

「
大
内
風
力
発
電
所
（
仮
称
）」

に
関
し
て
、
環
境
影
響
評
価
の
結

果
を
記
載
し
た
「
環
境
影
響
評
価

書
」
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
・
意
見
書
受
付
場
所　

生
活

　

環
境
課
（
市
役
所
増
設
棟
）

縦
覧
期
間　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月

　

15
日
㈫
の
期
間
中
、
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日
を

　

除
く
）

意
見
書
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈬

　

〜
３
月
29
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

　

☎
24―
６
２
６
９

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

日
時
・
会
場　

２
月
３
日
㈭
・
10

　

日
㈭
・
17
日
㈭　

午
後
１
時
15

　

分
〜
５
時
・
市
役
所
市
民
相
談

　

室
日
時
・
会
場　

２
月
27
日
㈰　

午

　

前
９
時
〜
正
午
・
市
役
所
附
属

　

会
館
２
階
１
号
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

２
月
９
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

■
公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
（
要
予
約
）

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成23年２月１日号平成23年２月１日号平成23年２月１日号

加入受付場所　生活環境課、各総合支所市民福祉課、
　出張所、南内越公民館、秋田銀行・北都銀行・ゆう
　ちょ銀行・郵便局・羽後信用金庫・秋田しんせい農
　協・秋田おばこ農協・おものがわ農協の県内全店舗
※詳細は受付場所に備え付けの加入申込書または
　秋田県市町村総合事務組合ホームページをご覧
　ください。（http://www.akita-sg.jp/）

共済期間　４月１日～平成24年３月31日
加入できる方　本市に在住し、住民登録している
　方（外国人登録者を含む）
共済内容
区 分 掛け金 共  済  内  容

交　通
災　害

不慮の
災　害

400円
小学１年生
は無料　　

600円

死　　亡
後遺障害
入　　院
通　　院
死　　亡
後遺障害
入　　院
通　　院

100万円
50～100万円
１日　2,000円
１日  　800円

60万円
30～60万円

１日　1,100円
対象外



休
館

休
館

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」

　
　

  （
場
所
・
文
化
会
館
地
階
会
議
室
）  

10
時
〜
正
午

市
圏
域
美
術
作
家
小
品
展
（
〜
27
日
、

　

場
所
・
文
化
会
館
地
階
会
議
室
）  

10
時
〜
16
時
30
分

鶴
舞
小
学
校
６
年
生
を
送
る
音
楽
会　

８
時
50
分
〜
11
時
30
分

ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会
（
小
・
中
学
校
の
部
）  

８
時
〜
21
時

映
画
上
映
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー×

仮
面
ラ
イ
ダ
ー

　

オ
ー
ズ
＆
ダ
ブ
ル feat

ス
カ
ル　

M
OVIE

大
戦CORE

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分　

入
場
料
あ
り

ヤ
マ
ハ
リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト　

13
時
30
分
〜
17
時
30
分

ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会
（
一
般
の
部
）  

８
時
〜
21
時

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ　

13
時
試
合
開
始

市
入
学
お
め
で
と
う
大
会　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ　

18
時
試
合
開
始

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会　

９
時
〜
15
時

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
〜
正
午

本荘図書館

５日㈯　　
～ 20日㈰

４日㈮

絵本の読み聞かせ・紙芝居
　出演：ひだまり
絵本の読み聞かせ・工作ほか
　出演：おはなしたんぽぽの会

(矢)よみきかせ会
　　　　　　午前10時～11時

絵本の読み聞かせほか
　出演：星のひとみ

(岩)おはなし会
　　　　　　午後３時30分～

平成21年分の雑誌を希望者にお譲り
します（先着順、１人５冊まで）。

(大)雑誌さしあげます
　　　　　　　　　伝承館内

(本)おはなし劇場
　　　　　　　　午後２時～

絵本の読み聞かせ・工作ほか
　出演：ゆりかごの会

(本)えほんでこんにちは
　　　　　　　　午後２時～　

12日㈯

ロシア語による絵本の読み聞
かせほか

(本)ヨミキカセ・ワールドワイド
　　　　　　　　午後２時～　

19日㈯

絵本の読み聞かせ・紙芝居・折り紙
　出演：ひだまり

(由)２月の読みきかせ会
　　　　　　午後２時～３時

絵本の読み聞かせ・紙芝居ほか
　出演：すずめの巣

(大)おはなしのへや
　　　　　   午前10時30分～

「静かに語る言葉～詩の世界」　（一般閲覧室）
「おうちでパティシエ　おかし・ケーキのつくり方」（児童閲覧室） 

26日㈯

岩城図書館 作家「藤沢周平」特集・テーマ企画「おうちトレーニングは
じめませんか？」／今月の絵本「荒井良二」

由利図書館 ｢健康を考える本｣・「絵本作家　いもとようこ」特集
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　由利地域の６つの道の駅では、２月の
１カ月間、地元の食材にこだわった「オ
リジナルどんぶり」を提供します。１カ
月間、オーダーが多かったメニューを
チャンピオンに決定！　果たして、どの
どんぶりが一番人気になるでしょうか？
　皆さまからの熱い１票（１杯）をお待
ちしております。

◆各道の駅　自慢のエントリーメニュー
①道の駅にしめ…にしめよくばり丼
　　～比内地鶏との照焼丼ときまぐれ天丼～

950円
②道の駅東由利…和洋中ミニ三色丼

セット　1,000円
③道の駅象潟…由利牛やわらか牛スジ

温玉丼　800円
④道の駅岩城…港の湯 波の華丼

1,000円
⑤道の駅おおうち…みそかつとろろ丼

900円
⑥道の駅鳥海郷…きのこたっぷり中華丼

800円

【
雪
ま
つ
り
in
鳥
海
高
原
２
０
１
１
】

日
時　

２
月
11
日
（
金
・
祝
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村

イ
ベ
ン
ト　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋

　

田
の
選
手
と
サ
ッ
カ
ー
交
流
、

　

雪
像
づ
く
り
・
乗
馬
体
験
、
雪

　

の
タ
ワ
ー
づ
く
り
競
争
、
雪
の

　

滑
り
台
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、

　

う
ま
い
も
の
テ
ン
ト
村
、
ハ
ム

　

食
い
競
争
、
歩
く
ス
キ
ー
で
自

　

然
観
察
会
、
餅
つ
き
大
会
（
雑

　

煮
サ
ー
ビ
ス
・
先
着
）、
雪
中

　

宝
さ
が
し
（
豪
華
賞
品
あ
り
）

※

雪
像
づ
く
り
体
験
に
親
子
で
参

　

加
し
ま
せ
ん
か
？　

参
加
さ
れ

　

る
方
は
ゴ
ム
手
袋
、
角
ス
コ
ッ

　

プ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

　

 （
観
光
振
興
課
内
）　

☎
24―

　

６
３
７
６

【
や
し
ま
冬
ま
つ
り
・
酒
蔵
開
放
】

日
時　

２
月
12
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

会
場　

矢
島
駅
前
広
場
、
天
寿
酒

　

造
㈱
、
㈱
佐
藤
酒
造
店

イ
ベ
ン
ト　

地
元
造
り
酒
屋
の
酒

　

蔵
開
放
（
見
学
、
試
飲
、
販
売

　

な
ど
）、
雪
中
宝
さ
が
し
、
ス

　

ノ
ー
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
、
八
森
城

　

趾
見
学
ツ
ア
ー
、
交
流
都
市
香

　

川
県
丸
亀
市
物
産
展
な
ど

天
寿
酒
造
・
佐
藤
酒
造
酒
蔵
見
学
無
料
列
車

　

羽
後
本
荘
駅
発　

10
時
50
分
、

　

11
時
52
分
／
矢
島
駅
発　

14
時

　

50
分
、
15
時
50
分

問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会

　

 （
矢
島
総
合
支
所
産
業
課
内
）

　

☎
55―
４
９
５
３

【
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
】

①
雪
も
の
が
た
り
２
０
１
１

日
時　

２
月
13
日
㈰　

午
前
10

　

時
〜

会
場　

道
の
駅
「
東
由
利
」

イ
ベ
ン
ト　

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
、

　

お
楽
し
み
抽
選
会
、
ジ
ャ
ン
ボ

　

う
さ
ぎ
ふ
れ
あ
い
体
験
、
そ
ば

　

打
ち
教
室
（
要
事
前
申
し
込

　

み
）、
雪
で
作
っ
た
ミ
ニ
灯
籠

　

の
点
灯
、
雪
上
花
火
大
会
な
ど

②
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会

　
職
場
や
学
校
の
有
志
で
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！

日
時　

２
月
27
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時

会
場　

東
由
利
野
球
場

参
加
料　

１
チ
ー
ム　
５
千
円

問
い
合
わ
せ
先　
市
観
光
協
会
東

　
由
利
支
部
（
東
由
利
総
合
支
所

　
産
業
課
内
）　

☎
69―

２
１
１
６

日
時　

２
月
15
日
㈫　

午
後
２
時

　

〜
３
時
30
分

会
場　
西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」

講
師　

由
理
柵
・
駅
家
研
究
会

　

小
松
正
夫
さ
ん
・
演
題
「
由
理

　

柵
と
川
口
出
土
の
銅
印
に
つ
い

　

て
」（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
文
化
財
保
護

　

団
体
連
合
会
（
文
化
課
内
）　

　

☎
24―

６
２
８
８

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

早
稲
田
大
学
校
友
会
125
周
年
記
念
「
白
瀬
・
南
極
100
年
展
」

  
（
〜
13
日
、
場
所
・
文
化
会
館
地
階
会
議
室
）　

９
時
〜
17
時

鶴
舞
小
学
校
器
楽
部
「
は
ば
た
き
コ
ン
サ
ー
ト
」　

14
時
〜
15
時

本
荘
由
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
12
日
）　

８
時
〜
17
時

小
沼
よ
う
す
け
ソ
ロ
ツ
ア
ー
２
０
１
１ 

in 

Ｈ
ｏ
ｎ
ｊ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜　

入
場
料
あ
り

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク　

14
時
〜
16
時
30
分

第
17
回
全
県
新
人
戦
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

選
抜
本
荘
由
利
地
区
予
選
大
会
（
〜
６
日
）  

８
時
〜

平成23年２月１日号平成23年２月１日号平成23年２月１日号

　

２
月
14
日
㈪ 

12
時
20
分
〜
43
分
放

送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
生
中
継
ふ
る
さ

と
一
番
！
」
で
東
由
利
の
雪
上
野
球

の
模
様
が
生
中
継（
全
国
）さ
れ
ま
す
。

　

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
岩
本
勉
さ
ん

が
試
合
の
中
に
入
っ
て
の
指
導
や
地

元
の
小
学
生
と
の
対
戦
な
ど
を
予
定
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
参
加
も
可
能
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
、
東
由
利
野

球
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

本
荘
公
園
第
一
駐
車
場
（
鶴
舞
会

　

本
荘
公
園
第
一
駐
車
場
（
鶴
舞
会

館
裏
）
は
公
園
と
遊
泳
館
を
利
用
す

館
裏
）
は
公
園
と
遊
泳
館
を
利
用
す

る
方
の
た
め
の
も
の
で
す
。
恒
常
的

る
方
の
た
め
の
も
の
で
す
。
恒
常
的

な
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

な
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

　

都
市
計
画
課

　

☎
24―

６
３
３
２

６
３
３
２

　

本
荘
公
園
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12月３日㈮
４日㈯
５日㈰
６日㈪

７日㈫

９日㈭
10日㈮
11日㈯
12日㈰
13日㈪
14日㈫
15日㈬
17日㈮
20日㈪
21日㈫

22日㈬

24日㈮

27日㈪

28日㈫

平成23年度予算に対する市議会各会派提言
市ＰＴＡ連合会教育懇談会講話
赤田上公民館竣工式
市議会定例会本会議（一般質問）

市議会定例会本会議（一般質問）
緊急訓辞

８地域協議会会長・副会長連絡会議懇親会
県立大学本荘キャンパスとの情報交換会・懇談会
由利地域集落営農発展フォーラム
本多久平氏旭日双光章受章を祝う会
文化複合施設現場視察
県市長会永年勤続職員表彰伝達式
文化複合施設愛称選定委員会
市議会定例会本会議（閉会）
市役所庁舎耐震工事視察（仙台市・岩沼市）
石脇財産区議会定例会

猿倉温泉３号井引湯式
鳥海地域市民とのふれあいトーク

本荘由利広域市町村圏組合議会定例会

由利組合総合病院遠隔受診再来受付システム竣工式
市民生委員推薦会
総合支所訓辞

総合支所訓辞
仕事納め訓辞

支出額件　　　数
合　計 40,000２　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
12月１日　
５日　
６日　
８日　
９日　
９日　
10日　
12日　
12日　
20日　
21日　
30日　

合　計

3,260
3,380
2,760
5,000
5,000
5,040
5,000
10,000
8,000
13,630
1,050
5,250
67,370

黄桜会総会へ寸志（東由利支所長代理出席）
赤田上公民館竣工式へ寸志
「小友ＳＫ―１号井」開坑式直会へ寸志（商工観光部政策監代理出席）
本荘あきぎん会懇親会へ寸志（藤原副市長代理出席）
８地域協議会会長・副会長連絡会議懇親会会費
絵画寄贈者　山形八郎氏へ特産品お土産
県立大学本荘キャンパスとの情報交換会懇談会会費
本多久平氏旭日双光章受章を祝う会会費
遠藤満氏叙勲受章祝賀会会費（藤原副市長代理出席）
市役所庁舎耐震工事視察時特産品お土産
はまなす園クリスマスパーティーへプレゼント（岩城支所長代理出席）
ブラジル秋田県人会　阿部カルロス氏来秋時特産品お土産

12　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
12月10日　
合　計

10,000
10,000

県立大学本荘キャンパスとの情報交換会懇談会会費（両副市長5,000円×２人）
１　　　件

「ただいま」と　言える毎日
宝物　　　（北島可奈子さん）
なんとした　俺でもえなだば
しゃべてけれ

（PN：ひがちゃん）
聴く心　話す勇気が　身を守る

（佐藤つぐみさん）

生きたいと　願って失う　命あり
（長谷部愛さん）

許しあい　支えあっての　笑いあい
（PN：イイトモロー）

手をのばせ　助けはいつも
そばにある（PN：ユートピア）
よその子も　しかってくれる
あたたかさ　　 （畠山皓さん）
心の手　みんなでつなげば
笑顔になる　（菊地美優さん）

　県由利地域振興局で、昨年９
月の自殺予防週間を機に「地域
のつながり、支えあい」をテー
マに川柳・イラストを募集した
ところ、たくさんの心温まる作
品をお寄せいただきました。（川
柳の部438作品・イラストの部
48作品）

無題　　（PN：ＳＡＫＡＮＡ）

「みんなの輪」（畠山幸子さん）

猿倉温泉３号井の井戸元
バルブを開栓（22日）

平成23年２月１日号 広報ゆりほんじょう

※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。
※本荘地域と西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
※事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください。

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
２日㈬

８日㈫

９日㈬
16日㈬

22日㈫

23日㈬

24日㈭

28日㈪

岩城・大内
矢島・鳥海
由利・東由利
本荘・西目
本荘・西目
矢島・鳥海
由利・東由利
本荘・西目
本荘・西目
岩城・大内
本荘・西目

４・７・10カ月児健診
３歳児健診
２歳児歯科健診
１歳６カ月児健診
３歳児健診
４・７・10カ月児健診
４・７・10カ月児健診
４カ月児健診
10カ月児健診
１歳６カ月児健診
２歳児歯科健診

平成22年３月・６月・９月生まれ
平成19年７月・８月・９月生まれ
平成20年７月・８月・９月生まれ
平成21年７月生まれ
平成19年８月生まれ
平成22年４・７・10月生まれ
平成22年４・７・10月生まれ
平成22年10月生まれ
平成22年４月生まれ
平成21年５月・６月・７月生まれ
平成20年11月生まれ

12：40～13：10
13：00～13：15
12：45～13：00
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：15
12：45～13：00
13：00～13：30
13：00～13：30
12：40～13：00
13：00～13：30

岩城保健センター
矢島保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
岩城保健センター
本荘保健センター

※成分献血は１時間ほどの時間がかかりますので、事前に予約をお願いしています。
　予約・問い合わせは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお願いします。

日 実　施　場　所受付時間 備　　考

１日㈫

16日㈬

17日㈭

23日㈬

㈱ユアテック本荘営業所
㈲ヤクシン

市役所本庁舎

ＪＡ秋田しんせい本店
小林工業㈱
鳥海プラント㈱
ケアステーションゆうゆう

　9：30～10：40
15：20～16：30
10：00～12：00
13：00～16：30
10：00～12：00
13：30～15：00
15：30～16：30
15：00～16：30

全血献血

成分献血

全血献血

全血献血

▷問い合わせ先…本荘由利広域
　休日応急診療所（堤脇45：☎
　24－3917）、平日は市民福祉
　部健康管理課（本荘保健セン
　ター☎22－1834）

※当番医師は変更になる場合も
　あります。
※お薬手帳をお持ちの方は提示
　してください。

日 医　師　名
６日㈰
11日㈮
13日㈰
20日㈰
27日㈰

木　村　　　元
酒　見　喜久雄
小　松　徳　弥
作左部　　　昇
佐　藤　伸　逸

すくすく育ってね（１月25日、４・７・10カ月児健診　矢島保健センター）

内容・時間
　○健康相談・血圧測定
　　（午前９時30分～10時）
　○自宅で継続できる軽体操
　　（午前10時～11時）
ところ　鶴舞温泉 中広間　参加費　無料
問い合わせ　本荘保健センター☎22－1834

　どなたでもお気軽においでください。
とき　２月16日㈬

本荘由利地域職業訓練
センター、障害者自立
支援センター「和」など
精神保健福祉に関する
講義と簡単な実習
精神保健福祉に関心が
あり、ボランティア活
動を希望する方（定員
30人）
無料（一部材料費がか
かる場合があります）

３月８日、10日、15日、
16日または17日、22日
午後１時30分～４時
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　橋本進さん（明治44年１月
15日生まれ・浜三川）と石渡
ミヨさん（明治44年１月15
日生まれ・西目町沼田）に、
市から賀詞と長寿祝い金が贈
呈されました。
　どうぞこれからもお元気で
お過ごしください。

　昨年10月１日現在で実施された「平
成22年国勢調査」の速報値をお知ら
せします。本市の人口は85,224人で前
回の平成17年国勢調査に比べ4,331人
の減少、世帯数は28,641世帯で前回に
比べ77世帯の増加となりました。

野田　心希ちゃん（裕仁さん）大鍬町

伊豆　一葉ちゃん（晃一さん）石脇

髙橋　翔也ちゃん（哲也さん）岩城勝手

齊藤　永誇ちゃん（祐輔さん）五十土

渋谷　理人ちゃん（和憲さん）岩谷町

須田　　葉ちゃん（貴史さん）西目町沼田

三森　一輝ちゃん（　力　さん）鳥海町上笹子

　ここ　の

　かず　は

　しょうや

　　と　こ

　　り　ひと

　　　よう

　いつ　き

住吉神社節分祭
日時／２月６日㈰　午前11時

場所／住吉神社（観音町）

※諸霊符焼納祭（お札焼き）は

　11時から正午まで。豆まき

　は11時20分ころから行います。

問い合わせ／月本☎22－8282

※甘酒のサービスがあります。

小沼ようすけソロツアー2011
　世界屈指のギタリスト小沼よ
うすけさんのライブ。スペシャ
ルゲストに由利本荘市出身のト
ランペッター佐々木大輔さん！
日時／２月11日㈮　開演午後２
　時～（開場１時30分）
場所／アクアパル
チケット／前売り3,500円（自由席）
　　　　　当　日4,000円（自由席）
チケット販売・問い合わせ／
　小沼ようすけあきたソロツ
　アー　運営事務局☎018－875
　－4222、小林☎23－6476　 4222、小林☎23 6476

第２回
由利本荘圏域美術作家　小品展日時／２月23日㈬～27日㈰場所／本荘文化会館地階
問い合わせ／遠藤☎22－27432 2743

「ひなた」に参加しませんか

日時／２月16日㈬・23日㈬

　　　午後１時30分～４時30分

場所／本荘勤労青少年ホーム

対象／ひきこもりなど、人間関

　係で足踏みしている若い方

問い合わせ／三浦☎23－2912

小型船舶免許更新・失効講習
日時／２月13日㈰
　　　午前９時30分～
場所／本荘由利地域職業訓練
　センター
必要書類／写真（縦4.5センチ
　×横3.5センチ）２枚、本籍
　地の記載のある住民票　ほか
料金／更新10,000円
　　　失効16,000円
※有効期限が平成24年２月12
　日以前の方が受講できます。
申し込み・問い合わせ／２月７
　日㈪まで海事代理士かつみ事
　務所☎62－6261※なお、この数値は速報値ですの

　で、後日、総務省統計局が公表す
　る数値と異なる場合があります。

須田二郎さん（旧矢島町功労者・矢島町元
町）１月７日永眠されました。平成３年から
12年間矢島町議会議員を務められ、その間
４年間、副議長として町政発展のために尽力。
また、矢島地区交通安全協会長として交通安
全意識の高揚に多大な貢献をされました。平
成15年旧矢島町自治功労者表彰。81歳。

阿部カネミさん
（葛法・85歳）

佐藤　昌子さん
（石脇・49歳）

髙橋勘一郎さん
（万願寺・68歳）

髙橋ハルミさん
（鶴沼・82歳）

藤原　末吉さん
（東梵天・87歳）

竹田アサ子さん
（川口・63歳）

川俣　トヨさん
（東梵天・76歳）

岡部マツヱさん
（船ヶ台・91歳）

佐々木美江子さん
（親川・71歳）

佐々木カツ子さん
（薬師堂・63歳）

伊藤　惠子さん
（砂子下・62歳）

小林　郁男さん
（松ヶ崎・85歳）

佐藤ハル子さん
（二番堰・86歳）

吉田　正義さん
（大鍬町・68歳）

井上　幸雄さん
（赤沼下・77歳）

菅　　昭子さん
（石脇・54歳）

加藤　　　さん
（中町・90歳）

平成23年２月１日号 広報ゆりほんじょう

ママといっしょ　ふっとフット
　お子さんと一緒に楽しい時
間を。ママは足すっきり！冷え
ている体ホカホカ。
日時／２月17日㈭　午前10時～正午
場所／鶴舞会館
※ハーフパンツを持参ください。

健康【無料】体験会
フットリンパマッサージ（女性限定）
日時／２月20日㈰　午前10時～
　正午、25日㈮　午前10時～正
　午・午後１時～３時
場所／東梵天コミュニティセンター
※資格取得講座・説明会あります。
申し込み・問い合わせ／木村

☎090－1670－7186

由利耕心大学講座受講生募集
日時／４月～12月の毎月10日
　　　（祝日・土・日は変更あり）
　　　午前10時～午後３時（２講座）
※開講式　４月11日㈪　午前10時～
場所／西目公民館シーガル
講師／県内の大学教授、専門科目別
　の有識者、活躍している著名人など
対象／50歳以上の方
科目／政治、経済、教育、歴史、
　健康、社会、文化、環境、福
　祉など
受講料／3,000円（年間）
申し込み・問い合わせ／２月25日㈮
　まで事務局　森（☎33－3292）へ
※在校生は各地区理事へご連絡ください。

090 1670 7186

月例リンパケアお試し会
（フットケアとハンドケア）　とてもゆったりとリラックスできますのでぜひ一度お試しください。（見学もＯＫ！）日時／２月24日㈭
　　　午後１時～４時
場所／鶴舞会館　参加費／500円申し込み・問い合わせ／大久保

☎090－7325－0212

子育てサロン「なかまっ子」に参加しませんか
日時／２月19日㈯
　　　午前10時～正午
場所／鶴舞会館　講堂
内容／ひなまつり
対象／親と子、祖父母と孫など　のほか、どなたでも
参加料／無料
申し込み・問い合わせ／２月15　日㈫まで市社会福祉協議会　本荘支所☎24－3634

親子DEベビーマッサージ

日時／２月20日（日）
　　　午前10時30分～11時30分

場所／砂子下コミュニティセンター

対象／生後２カ月くらい～ハイ

　ハイ期くらいまでの赤ちゃん

　と保護者
持ち物／バスタオル１枚と赤ちゃ

　んの飲み物　参加料／500円

申し込み・問い合わせ／おてて

　つないで　松本☎090－5180

　－1441
※月～金曜日教室でレッスン（要予約）

菅原千代子さん
（東町・63歳）

渡部アイ子さん
（神沢・73歳）

木内　　茂さん
（砂子下・90歳）

武田マサノさん
（埋田・92歳）

佐藤富二夫さん
（二番堰・74歳）

川村　広美さん
（古雪町・49歳）

佐々木俊一さん
（親川・75歳）

齋藤　慎一さん
（船ヶ台・41歳）

齋藤ミツ子さん
（大鍬町・85歳）

作左部久雄さん
（水林・90歳）

熊谷　金作さん
（石脇・71歳）

佐藤　忠則さん
（薬師堂・60歳）

菊地　文之さん
（石脇・45歳）

齊藤カネミさん
（小人町・81歳）

佐藤　清二さん
（矢島町七日町・78歳）
小番ツキヲさん
（矢島町立石・95歳）

小野　久助さん
（矢島町七日町・82歳）
佐藤　恒夫さん
（矢島町立石・75歳）

茂木　　博さん
（矢島町七日町・52歳）
髙野　金一さん
（岩城下黒川・85歳）

岩坂ナツヱさん
（岩城亀田亀田町・103歳）
嵯峨ユキノさん
（岩城内道川・93歳）

髙橋　キエさん
（前郷・96歳）

佐林ノブエさん
（飯沢・83歳）

渡部　トミさん
（小菅野・89歳）

伊東　　松さん
（森子・84歳）

高橋　藏人さん
（町村・74歳）

松永　一二さん
（岩谷町・86歳）

松永　　厚さん
（岩谷麓・60歳）

小松七次郎さん
（東由利老方・85歳）

小野惣一郎さん
（東由利田代・86歳）

遠藤　清徳さん
（東由利蔵・73歳）

小松　浅三さん
（東由利舘合・88歳）

小松　キンさん
（東由利舘合・90歳）

三浦ミツノさん
（西目町西目・93歳）

髙橋ミサヲさん
（西目町西目・78歳）

竹内秀治郎さん
（西目町西目・78歳）

栗田ヨシミさん
（鳥海町上笹子・84歳）
畑山　久元さん
（鳥海町上直根・84歳）
佐藤ユキノさん
（鳥海町上川内・93歳）
佐藤　正三さん
（鳥海町伏見・82歳）

小沼　友孝さん
（鳥海町上笹子・69歳）




